
新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ
第
２
３
６
３
回 

 

そ
の
二 

 

行
仙
宿
と
持
経
宿 

 

◇
実
施
日 

 

５
月
３
日
（
土
）、
４
日
（
日
） 

 

晴 

◇
参
加
者 

 

沖
崎
吉
信
、
児
嶋
道
夫
、
畑
林
秀
味
、
松
本
吉
殖
、
橋
本
梓
、

大
江
加
予
子
・
徳
子
、
阪
口
雄
二
、
杉
本
和
巳
、
梶
野
照
雄 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

１
０
名 

  

地
蔵
岳
の
ク
サ
リ
に
倒
木
が
引
っ
掛
か
っ
て
い
た
こ
と
が
、
順
峰
中
の
藤
原

君
の
報
告
で
判
り
、
修
理
が
必
要
か
と
思
い
点
検
修
理
に
向
か
う
予
定
だ
っ
た

が
、
詳
細
が
判
明
。
ク
サ
リ
に
異
常
は
無
く
、
修
理
の
必
要
も
な
い
こ
と
が
判

っ
た
。
児
嶋
さ
ん
が
、
乾
さ
ん
の
入
宿
を
受
け
て
行
仙
宿
に
行
く
、
と
い
う
の

で
急
遽
皆
さ
ん
に
呼
び
か
け
た
結
果
１
０
名
の
参
加
と
な
っ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
交
換 

 
 
 
 

乾
さ
ん
到
着 

 
 
 
 
 
 
 

登
山
者
に
対
応 

児
嶋
さ
ん
は
行
仙
宿
に
一
泊
す
る
の
で
、
午
前
９
時
バ
イ
ク
で
登
山
口
に
。
９

時
少
し
前
、
青
木
君
が
モ
ノ
レ
ー
ル
を
無
人
で
降
ろ
し
て
く
れ
た
の
で
児
嶋
、

梶
野
の
２
名
を
残
し
、
荷
物
を
モ
ノ
レ
ー
ル
に
積
み
込
ん
で
か
ら
小
屋
を
目
指

し
た
。
心
配
し
て
い
た
モ
ノ
レ
ー
ル
の
走
行
も
問
題
な
か
っ
た
よ
う
で
、
終
点

か
ら
手
分
け
し
て
水
や
食
材
を
運
ん
だ
。 

小
屋
に
着
い
て
、
青
木
、
坂
田
の
お
二
人
は
一
時
下
山
。
児
嶋
さ
ん
は
発
電
機

の
点
検
と
オ
イ
ル
交
換
。
松
本
君
は
ブ
ロ
ワ
ー
で
屋
根
の
落
ち
葉
掃
除
と
小
屋

周
辺
の
清
掃
。
ま
た
、
補
給
路
の
一
五
曲
、
七
曲
の
段
差
材
作
り
も
行
っ
た
。

昼
食
中
に
乾
さ
ん
と
山
友
の
中
西
君
が
到
着
し
た
。
食
後
、
乾
、
中
西
、
児
嶋
、

松
本
、
阪
口
、
杉
本
の
６
名
が
行
仙
岳
北
側
の
捲
き
道
分
岐
に
あ
る
石
柱
の
傾

き
修
復
に
向
か
っ
た
。
午
後
２
時
過
ぎ
に
青
木
、
坂
田
の
お
二
人
が
戻
り
、
行

仙
岳
班
も
帰
っ
て
き
た
の
で
小
屋
番
を
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
下
山
し
た
。
段
差

材
４
０
本
を
モ
ノ
レ
ー
ル
旧
終
点
に
デ
ポ
し
、
登
山
口
で
持
経
宿
に
向
か
っ
て

明
日
迄
小
屋
番
を
務
め
る
梶
野
君
と
別
れ
た
。
青
木
君
か
ら
は
５
月
５
日
に
ガ

ソ
リ
ン
な
ど
を
荷
揚
げ
し
て
欲
し
い
と
要
請
が
あ
っ
た
。 

（
記
；
沖
崎
） 

 

５
月
４
日
（
日
） 

 

午
前
、
青
木
君
か
ら
電
話
が
あ
り
、
ガ
ソ
リ
ン
の
他
単
４
乾
電
池
、
ど
ん
ぶ

り
用
の
紙
食
器
、
水
、
昼
・
夕
の
食
材
の
荷
揚
げ
要
請
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
大

江
さ
ん
か
ら
の
電
話
で
、
畑
林
清
子
さ
ん
が
昨
日
、
自
転
車
乗
車
中
に
転
倒
。

骨
折
の
疑
い
が
あ
る
の
で
入
院
し
た
。
と
一
報
が
あ
っ
た
。 

行
仙
宿
に
一
泊
し
た
乾
、
児
嶋
、
中
西
の
３
名
が
昨
日
手
の
付
け
ら
れ
な
か
っ

た
行
仙
岳
北
側
の
段
差
補
修
作
業
を
実
行
し
て
く
れ
た
よ
う
だ
。
夕
方
、
児
嶋

さ
ん
か
ら
、
モ
ノ
レ
ー
ル
の
セ
ル
モ
ー
タ
ー
の
不
調
を
、
明
日
修
理
に
行
く
。

と
涙
の
出
る
よ
う
な
申
し
出
を
頂
い
た
。
午
後
２
時
半
ご
ろ
に
梶
野
君
か
ら
電



話
が
あ
り
、
持
経
宿
に
は
１
７
名
が
宿
泊
し
ぼ
満
室
の
状
態
で
、
テ
ン
ト
持
参

の
若
者
に
テ
ン
ト
泊
を
お
願
い
し
て
事
な
き
を
得
た
。
と
対
応
が
大
変
だ
っ
た

ら
し
い
。
村
吉
さ
ん
の
ご
苦
労
が
よ
く
判
っ
た
と
の
話
も
あ
っ
た
。
池
郷
林
道

は
降
雨
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
通
常
の
路
面
状
況
だ
っ
た
そ
う
だ
。 

 

持
経
宿 

５
月
３
日
（
土
） 

 

午
後
３
時
に
補
給
路
登
山
口
で
皆
と
別
れ
持
経
宿
へ
向
か
っ
た
。
池
郷
林
道

は
心
配
さ
れ
た
崩
土
は
無
く
、
２
７
日
に
通
っ
た
時
と
同
じ
状
態
だ
っ
た
。
ゲ

ー
ト
先
、
最
初
の
舗
装
個
所
で
斜
木
を
切
除
、
４
回
車
を
降
り
て
落
石
を
取
り

除
い
た
。
持
経
宿
に
着
く
と
宿
泊
者
が
６
名
。
夕
食
の
準
備
を
し
て
い
た
。
１

０
リ
ッ
タ
ー
の
ガ
ソ
リ
ン
缶
を
降
ろ
し
、
発
電
機
を
動
か
す
。
デ
ィ
ス
ク
グ
ラ

イ
ン
ダ
ー
で
ス
ト
ー
ブ
焚
き
口
の
邪
魔
な
ア
ン
グ
ル
を
切
断
し
た
。
こ
れ
で
薪

を
ス
ム
ー
ズ
に
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

倒
木
を
切
除 

 
 
 
 
 
 
 

テ
ン
ト
は
７
張 

 
 
 
 
 

満
室
に
な
っ
た 

寝
袋
や
弁
当
を
小
屋
に
運
び
、
２
７
日
と
同
じ
よ
う
に
更
衣
室
を
寝
床
に
し
た
。

石
油
ス
ト
ー
ブ
も
点
火
し
、
室
温
は
１
８
℃
に
な
っ
た
。
屋
外
は
風
が
強
く
、

外
気
温
は
１
２
℃
だ
っ
た
。
登
山
者
が
続
々
と
到
着
す
る
が
、
予
約
者
が
９
名

で
、
そ
の
う
ち
２
名
は
到
着
済
み
。
残
り
７
名
の
場
所
を
確
保
す
る
と
２
～
３

人
の
ス
ペ
ー
ス
が
残
る
の
み
な
の
で
、
テ
ン
ト
を
持
っ
て
い
る
人
は
テ
ン
泊
を

お
願
い
し
、
ご
理
解
を
頂
い
た
。
予
約
者
も
全
員
到
着
し
、
立
っ
た
ま
ま
夕
食

を
摂
る
。
午
後
７
時
頃
に
男
女
の
登
山
者
が
「
何
と
か
泊
ま
れ
ま
せ
ん
か
？
」

と
入
っ
て
き
た
。
玄
関
を
上
が
っ
た
所
に
２
人
が
横
に
な
れ
そ
う
な
広
さ
が
あ

っ
た
の
で
、
そ
こ
を
案
内
し
た
。
午
後
８
時
前
、
一
人
の
登
山
者
が
入
っ
て
き

て
「
泊
ま
れ
ま
す
か
？
テ
ン
ト
持
っ
て
無
い
ん
で
」
と
い
う
。
ス
ト
ー
ブ
と
押

入
れ
の
間
が
空
い
て
い
た
の
で
、
こ
こ
し
か
な
い
よ
、
と
答
え
る
と
大
変
感
謝

さ
れ
た
。
テ
ン
ト
は
、
以
前
整
備
し
た
南
の
尾
根
上
に
５
張
、
林
道
の
東
側
に

２
張
で
人
数
は
９
人
。
小
屋
の
宿
泊
者
は
１
７
人
だ
っ
た
。
午
後
８
時
半
に
発

電
機
を
止
め
、
就
寝
し
た
。
目
が
覚
め
て
時
計
を
見
る
と
午
後
１
１
時
過
ぎ
だ

っ
た
。
窓
の
外
が
明
る
く
な
っ
た
の
で
宿
泊
か
？
と
思
っ
た
が
、
通
り
過
ぎ
て

行
っ
た
。
ト
イ
レ
に
行
く
た
め
外
に
出
る
と
、
ト
レ
ラ
ン
の
男
性
が
や
っ
て
き

た
。
コ
ー
ラ
を
一
本
売
り
話
を
聞
く
と
、
吉
野
か
ら
本
宮
ま
で
を
眠
ら
ず
走
る

と
い
う
。
２
０
人
ほ
ど
が
参
加
し
て
い
る
ら
し
い
。
そ
の
後
も
通
過
し
て
い
く

明
か
り
が
見
え
て
い
た
。 

５
月
４
日
（
日
） 

宿
泊
者
の
ほ
と
ん
ど
が
午
前
５
時
に
出
発
予
定
だ
っ
た
の
で
、
午
前
４
時
過
ぎ

に
発
電
機
を
動
か
し
朝
食
と
出
発
準
備
を
始
め
た
。
風
は
若
干
収
ま
っ
た
よ
う

だ
が
、
曇
っ
て
い
て
日
の
出
は
望
め
な
か
っ
た
。
行
仙
宿
に
泊
ま
る
７
名
を
残

し
、
他
の
人
は
全
員
が
歩
い
て
行
っ
た
。
テ
ン
ト
泊
の
青
年
は
昨
日
ど
ん
兵
衛

を
二
つ
、
今
朝
も
ま
た
一
つ
と
、
三
つ
も
お
買
い
上
げ
い
た
だ
い
た
。 



午
前
８
時
前
、
行
仙
宿
に
泊
ま
る
７
名
が
出
発
し
静
寂
が
戻
っ
た
。
ブ
ロ
ワ
ー

を
出
し
て
小
屋
前
の
掃
除
、
水
を
こ
ぼ
し
て
濡
れ
た
絨
毯
を
外
に
出
し
て
天
日

干
し
を
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

最
後
の
７
名
が
出
発 

 
 
 
 
 

絨
毯
を
干
す 

 
 
 
 
 
 

コ
ー
ラ
一
本
で
下
山 

南
下
す
る
登
山
者
が
続
々
と
着
き
、
そ
の
都
度
コ
ー
ラ
を
お
買
い
上
げ
い
た
だ

い
た
。
流
石
に
ビ
ー
ル
は
売
れ
な
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
１
０
時
過
ぎ
に
一
本

売
れ
た
。
前
日
に
１
０
リ
ッ
タ
ー
の
ポ
リ
タ
ン
ク
を
担
ぎ
、
水
場
迄
行
っ
た
。

障
害
に
な
り
そ
う
な
落
石
は
そ
の
時
に
取
り
除
い
て
い
た
の
で
、
車
に
２
０
リ

ッ
タ
３
個
と
１
０
リ
ッ
タ
ー
一
個
を
積
ん
で
水
を
汲
ん
で
き
た
。
１
２
時
を
過

ぎ
て
コ
ー
ラ
の
残
り
が
１
本
に
な
っ
た
の
で
、
行
仙
宿
満
室
の
可
能
性
、
と
張

り
紙
を
し
て
下
山
し
た
。 

 
 

 
 
 

 
 

（
記
；
梶
野
） 

 

行
仙
宿
に
水
、
食
材
な
ど
を
荷
揚
げ 

◇
実
施
日 

 

５
月
５
日
（
月
） 

◇
参
加
者 

 

沖
崎
吉
信
、
湯
川
一
郎
、
児
嶋
道
夫
、
阪
口
雄
二
、
大
江
徳
子
、

高
階
鈴
子
・
美
根
子 

 
 

７
名 

  

５
月
３
日
に
青
木
君
か
ら
、
５
日
に
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
を
荷
揚
げ
し
て
欲
し
い

と
要
請
が
あ
り
、
本
日
７
名
の
参
加
で
荷
揚
げ
を
実
施
し
た
。
登
山
口
で
は
、

小
森
か
ら
バ
イ
ク
で
き
た
児
嶋
さ
ん
が
、
モ
ノ
レ
ー
ル
の
セ
ル
モ
ー
タ
ー
や
フ

ィ
ル
タ
ー
な
ど
を
点
検
し
て
く
れ
た
。
沖
崎
が
エ
ン
ジ
ン
を
起
動
し
て
運
転
せ

よ
、
と
の
お
達
し
で
運
転
席
に
座
り
キ
ー
を
回
し
た
ら
一
発
で
始
動
し
た
。
児

嶋
さ
ん
も
乗
り
込
み
終
点
へ
向
か
う
。
水
、
ガ
ソ
リ
ン
、
食
材
な
ど
か
な
り
の

量
が
あ
っ
た
が
、
阪
口
、
湯
川
君
が
そ
れ
ぞ
れ
ポ
リ
タ
ン
ク
を
２
缶
持
っ
て
く

れ
た
お
陰
で
、
往
復
す
る
こ
と
な
く
荷
揚
げ
を
完
了
で
き
た
。 

 
 

 
 

 

小
屋
玄
関 

 
 
 
 
 
 

マ
キ
割
り 

 
 
 
 
 
 
 

補
給
路
の
拡
幅 

小
屋
に
着
い
た
時
も
、
下
山
ま
で
の
間
も
、
玉
置
山
方
向
へ
歩
く
登
山
者
の
立

ち
寄
り
が
多
く
、
青
木
、
坂
田
の
お
二
人
は
そ
の
人
達
の
対
応
に
忙
し
い
。
昼

食
時
に
は
徳
子
ち
ゃ
ん
と
高
階
さ
ん
も
売
り
子
と
し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
っ

た
。
空
き
缶
や
か
ら
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
片
付
け
や
ご
み
の
分
別
・
焼
却
。
マ



キ
割
り
や
売
り
子
、
縦
走
者
へ
情
報
提
供
な
ど
も
行
っ
た
。 

こ
の
日
、
厄
介
な
問
題
が
発
生
。
南
側
ト
イ
レ
の
便
座
が
壊
れ
て
使
え
な
い
と

聞
き
、
確
認
す
る
と
便
座
が
下
に
落
ち
て
、
座
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
だ
っ

た
。
ド
ア
に
使
用
禁
止
の
張
り
紙
を
付
け
た
が
、
正
確
な
状
態
が
確
認
で
き
な

い
ま
ま
下
山
し
た
の
で
、
次
回
（
５
月
８
日
）
の
訪
問
時
に
対
応
を
す
る
こ
と

に
し
た
。 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

（
記
；
沖
崎
） 

 

５
月
６
日
（
火
） 

こ
の
日
、
会
員
の
入
宿
は
無
し
。
今
週
末
の
熊
野
修
験
４
０
人
、
行
仙
宿
泊
の

対
応
準
備
や
、
ト
イ
レ
の
便
座
修
理
を
ど
う
す
る
か
な
ど
、
考
え
る
こ
と
が
多

い
一
日
だ
っ
た
。 

 

５
月
７
日
（
水
） 

 

今
日
午
前
で
青
木
、
坂
田
の
お
二
人
が
行
仙
宿
を
下
山
し
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ

―

ク
の
小
屋
番
は
終
了
し
た
。
下
山
後
、
わ
ざ
わ
ざ
沖
崎
宅
に
立
ち
寄
っ
て
頂

き
、
種
々
の
報
告
を
頂
い
た
。
缶
ビ
ー
ル
や
コ
ー
ラ
の
残
量
、
水
タ
ン
ク
の
残

量
他
、
連
休
中
の
宿
泊
者
数
が
９
８
名
だ
っ
た
こ
と
。
問
題
の
な
い
人
が
殆
ど

だ
っ
た
が
、
財
布
を
落
と
し
て
現
金
を
貸
し
た
人
や
山
の
常
識
か
ら
外
れ
た
人

の
対
応
で
時
間
を
取
ら
れ
た
そ
う
だ
。
昨
年
以
上
の
食
品
も
並
べ
、
販
売
に
も

熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、
多
く
の
登
山
者
も
感
謝
し
て
い
る
よ
う
だ
。 

１
０
泊
１
１
日
間
の
小
屋
番
を
引
き
受
け
て
い
た
だ
い
た
。
簡
単
に
出
来
る
こ

と
で
は
な
い
の
で
、
大
変
感
謝
し
て
い
る
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
。 

ま
た
、
乾
、
中
西
、
児
嶋
さ
ん
も
２
泊
３
日
の
行
仙
宿
小
屋
番
。
梶
野
君
は
二

度
、
瀧
本
さ
ん
は
一
度
の
持
経
宿
小
屋
番
を
担
当
。
村
吉
さ
ん
の
ピ
ン
チ
ヒ
ッ

タ
ー
の
役
目
を
果
た
さ
れ
た
。 

皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
も
乗
り
越
え
る
こ
と
が

出
来
、
重
ね
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
期
間
中
、
事
故
や
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も

な
く
終
え
る
こ
と
が
出
来
、
ホ
ッ
ト
し
て
い
ま
す
。 

 
 
 

（
記
；
沖
崎
） 

 


